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塩
尻
市
上
西
条
地
籍
に
あ
る
三
嶽

神
社
は
杉
林
の
森
の
中
に
鎮
座
す
る

雰
囲
気
抜
群
の
神
社
で
す
。

　

古
代
よ
り
祀
ら
れ
、
境
内
一
帯
に

縄
文
期
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

中
古
火
災
に
よ
り
多
く
の
文
献
が
消

失
し
た
事
は
大
変
惜
し
ま
れ
る
出
来

事
で
し
た
。
武
田
信
玄
公
に
よ
り
当

地
区
を
平
定
後
に
甲
斐
の
御
嶽
神
社

を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
の

祭
祀
形
態
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
祭
神
に
は
高
皇
産
霊
尊
（
た

か
み
む
す
び
の
み
こ
と
）
、
少
彦
名

命
（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）
、

猿
田
彦
命
（
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ

と
）
の
三
柱
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
４
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
三

嶽
神
社
例
祭
に
は
昭
和
15
年
に
作
ら

れ
た
巫
女
神
楽
で
奉
奏
し
神
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
神
社
入
り
口
の
堤
の
周

り
に
は
桜
の
木
が
あ
り
、
水
面
に
映

る
桜
が
き
れ
い
で
す
。
一
度
立
ち

寄
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

━━━━　三 嶽 神 社 入 口 の つ つ み の 桜 　━━━━

周
辺
探
訪
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令
和
元
年
度
地
区
別
懇
談
会
が
、
12
月

17
日
の
北
小
野
地
区
か
ら
2
月
1
日
に
か

け
、
12
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

塩
尻
市
健
康
づ
く
り
課
の
保
健
師
さ
ん

の
健
康
講
話
、
理
事
長
挨
拶
に
続
き
、
事

務
局
よ
り
資
料
に
沿
っ
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

出
席
し
て
頂
い
た
会
員
さ
ん
か
ら
は
色

々
な
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
出
席
率
は
昨
年
度
よ
り
悪
く

37
・
7
％
で
し
た
。

　

大
切
な
懇
談
会
で
す
。
都
合
を
合
わ
せ

て
仲
間
と
の
懇
談
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
元
年
度
第
2
回
安
全
運
転
講
習
会

が
２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
尻
警
察
署
交
通
課
規
制
・
安
全
係
主

任
青
木
巡
査
部
長
よ
り
、
県
内
の
事
故
の

大
多
数
は
高
齢
者
の
事
故
で
、
夜
間
は
車

に
限
ら
ず
、
自
転
車
や
歩
行
者
に
は
反
射

材
が
有
効
な
の
で
、
是
非
使
用
し
て
ほ
し

い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

塩
尻
市
交
通
安
全
協
会
吉
江
事
務
局
長

か
ら
は
、
運
転
適
性
検
査
の
結
果
を
活
用

し
て
、
今
後
の
交
通
安
全
に
心
掛
け
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
は
徒
歩
や
自
転
車
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
―
や
、

反
射
神

経
を
測

る
機
械

な
ど
を

使
っ
て
、

体
感
し

な
が
ら

交
通
安

全
を
考

え
る
事

が
出
来

ま
し
た
。

令和２年度「安全・適正就業対策推進の重点目標」令和２年度「安全・適正就業対策推進の重点目標」

作業環境を整えて事故がないように作業しましょう！

安全就業対策委員会より

≪自分の安全は自分で守る≫という意識啓発

≪目標≫“危険ゼロ”

長野県シルバー人材センター連合会より

を発表しましたのでご紹介します。

１．安全ミーティングの完全実施
２．安全装備使用の徹底
３．健康診断受診及び健康体操の奨励
４．交通事故防止

職場や作業に潜む全ての危険を発見・把握・解決
事故が起きる前に危険の芽を摘む
全員が自主的、自発的に問題解決を実践

現在の自分の体力や状態を自覚し意識しましょう。

広丘地区

宗賀地区

令
和
元
年
度
地
区
懇
談
会

第
２
回
交
通
安
全
講
習
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2
月
4
日
に
刃
物
研
ぎ
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
（
公
社
）
松
本
地
域
Ｓ
Ｃ
の

会
員
で
も
あ
る
鬼
頭
朝
雄
先
生
と
、
同
じ

く
松
本
地
域
Ｓ
Ｃ
会
員
で
刃
物
研
ぎ
班
の

小
林
恒
門
先
生
に
補
助
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
募
集
人
員
を
上
回
る
19
名
の
会
員
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

刃
物
研
ぎ

の
基
本
を
丁

寧
に
お
話
し

て
頂
き
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の

道
具
を
持
参

し
て
頂
い
て

の
実
技
に
、

参
加
会
員
も

熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

12
月
25
日
に
、
毎
年
恒
例
に
な
っ
た
門

松
作
り
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

　

年
長
児
と
お
正
月
飾
り
の
お
話
を
し
て
、

門
松
を
一
緒
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
２
基
の
門
松
を
保
育
園
で

飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
金
・
派
遣
給
与
の
振
り
込
み
日

　

４
月
15
日　

５
月
15
日　

６
月
15
日

　

７
月
15
日　

８
月
17
日　

９
月
15
日

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
度
の
会
費
を
6
月
振
込
の
配

分
金
よ
り
天
引
き
し
ま
す
。

　

２
，
５
０
０
円
に
満
た
な
い
配
分
金
額

の
方
や
未
就
業
の
方
、
派
遣
給
与
の
み
の

方
に
は
、
銀
行
振
り
込
み
用
紙
の
つ
い
た

納
付
依
頼
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
銀
行
振
り

込
み
、
も
し
く
は
事
務
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

口
座
振
替
や
自
動
引
落
し
で
は
な
い
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎
第
10
回
定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

5
月
27
日
（
水
）

　

場　

所　

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

講
堂

　

大
勢
の
皆
様
方
の
ご
出
席
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・その他 別途ご相談

定例開催　シルバー事務所
開催日：４月から12月までの
　　　　原則、第２と第４月曜日

受付窓口：塩尻地域シルバー人材センター事務所
　　　　　（大門神社斜め前）
受付時間：午前８時30分～11時

令和２年
 4月 13日㈪・27日㈪
 5月 11日㈪・25日㈪
 6月 8日㈪・22日㈪
 7月 13日㈪・27日㈪
 8月 11日㈫・24日㈪
 9月 14日㈪・28日㈪
 10月 26日㈪　　　　 
 11月 16日㈪　　　　 
 12月 7日㈪　　　　 

地区開催　各地区
開催日・場所

受付時間：午前８時30分～11時
最終の受渡し：正午を超える場合は、
　　　　　　　シルバー事務所で保管します。

お問い合わせは： 電話　54-4567

令和２年

 4月 21日㈫ 北部交流センター

 6月 2日㈫ 朝日村中央公民館

 7月 6日㈪ 北部交流センター

 8月 17日㈪ 吉田支所

 10月 18日㈰ 塩尻東支所

   　（地区文化祭）

事
務
局
だ
よ
り

刃
物
研
ぎ
講
習
会

大
門
保
育
園
児
と
門
松
作
り
交
流
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地
球
温
暖
化
の
影
響
で
異
常
気
象
が
続

い
て
い
ま
す
。
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ

Ｏ
）
は
「
異
常
気
象
は
海
面
上
昇
や
生
態

系
の
破
壊
な
ど
将
来
の
世
代
が
温
暖
化
の

深
刻
な
影
響
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

る
。
」
と
警
告
を
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
24
日
に
開
会
予
定
だ
っ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
世
界
的
大
流
行
と
な
っ
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
増
え

続
け
て
い
る
状
況
の
中
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
理
事

会
で
１
年
先
の
令
和
３
年
７
月
23
日
開
会

が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
の
動
向
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

編
集
委
員　

北
川　
　

宏

�

水
野
有
為
子

�

岩
下　
　

昇

�

大
平　

健
司

�

小
野　

正
平

退　

職　
３
月
31
日
付

　

事
務
局
長�

中
村　

慶
一

　

業
務
担
当�

小
松　

公
一

　

業
務
担
当�

吉
江　

正
幸

　

派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

赤
坂　

昌
恒

�

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

採　

用　
４
月
１
日
付

　

事
務
局
長�

百
瀬　

惠
一

　

業
務
担
当�

小
松　

双
馬

　

業
務
担
当�

中
村　

明
永

　

派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

上
條　
　

治

　

事
務
局
長

�

百
瀬
　
惠
一

　

本
年
度
か
ら
事
務
局
長
を
努
め
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
非
才
の
身

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
進
展

の
為
、
誠
心
誠
意
、
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

業
務
担
当

�

小
松
　
双
馬

　

４
月
よ
り
業
務
担
当
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
会
員
諸
先
輩
方
の
業
務
の

お
世
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
日
々

努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　

業
務
担
当

�

中
村
　
明
永

　

４
月
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
会
員

皆
様
方
と
共
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

寄
与
で
き
ま
す
よ
う
、
早
く
業
務
に
精
通

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

上
條
　
　
治

　

４
月
よ
り
派
遣
業
務
担
当
と
し
て
お
世

話
に
な
り
ま
す
上
條
治
と
申
し
ま
す
。

　

派
遣
業
務
の
推
進
に
鋭
意
努
力
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

前
任
者
と
同
様
、
ご
指
導
ご
支
援
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

岩　

垂　
　
　

勉	

（
大
門
２
班
）

山　

本　

義　

男	

（
大
門
２
班
）

青　

木　

弘　

貴	

（
塩
尻
東
１
班
）

西　

原　

公　

二	
（
塩
尻
東
２
班
）

中　

原　

通　

子	
（
塩
尻
東
３
班
）

中　

島　

孝　

一	

（
広
丘
2
班
）

藤　

井　

輝　

雄	

（
広
丘
４
班
）

荒　

崎　

哲　

夫	

（
高
出
１
班
）

大　

塩　

ひ
さ
子	

（
洗
馬
班
）

北　

澤　
　
　

覚	

（
洗
馬
班
）

青　

柳　

智
恵
子	

（
洗
馬
班
）

山　

下　

ケ
エ
子	

（
宗
賀
１
班
）

酒　

井　
　
　

渉	

（
北
小
野
班
）

竹　

内　

達　

也	

（
北
小
野
班
）

宮　

原　

省　

三	

（
楢
川
班
）

久
保
田　

義　

明	

（
大
門
１
班
）

平　

林　

一　

男	

（
大
門
１
班
）

伊　

藤　

正　

美	

（
塩
尻
東
1
班
）

今　

井　

美　

鈴	

（
塩
尻
東
1
班
）

百　

瀬　

豊　

子	

（
塩
尻
東
2
班
）

小　

林　
　
　

隆	

（
塩
尻
東
2
班
）

北　

原　

好　

樹	

（
塩
尻
東
3
班
）

横　

山　
　
　

勉	

（
片
丘
班
）

小　

松　

す
ゞ
子	

（
片
丘
班
）

小　

松　

俊　

之	

（
片
丘
班
）

小　

松　

ま
ち
子	

（
片
丘
班
）

久
保
田　

久　

男	

（
広
丘
2
班
）

常　

田　

は
な
子	

（
広
丘
3
班
）

三　

村　

正　

隆	

（
広
丘
3
班
）

松　

澤　

光　

子	

（
広
丘
4
班
）

川　

島　

新　

春	

（
高
出
１
班
）

林　
　
　

重　

夫	

（
高
出
１
班
）

新　

谷　

り
つ
子	

（
高
出
2
班
）

小　

野　

道　

枝	

（
吉
田
2
班
）

河　

野　

武　

夫	

（
吉
田
2
班
）

寺　

島　

英　

夫	

（
宗
賀
１
班
）

両　

角　

と
し
子	

（
宗
賀
2
班
）

鎌　
　
　

久　

矩	

（
楢
川
班
）

三　

村　

久　

枝	

（
朝
日
班
）

上　

條　

東　

子	

（
朝
日
班
）

上　

條　

文　

江	

（
朝
日
班
）

塩　

原　
　
　

泉	

（
朝
日
班
）

辰	

野		
治	
男		

様	

（
大
門
３
班
）

編
集
後
記

人
事
異
動

就
任
挨
拶

お
悔
み

心
か
ら
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

新
し
い
仲
間
で
す

令
和
元
年
12
月
21
日
～

�
令
和
２
年
3
月
19
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん


